
✔ ✔

✔

✔

・文化会館たづくり指定管理事業
・グリーンホール指定管理事業
・せんがわ劇場指定管理事業
・財団自主事業
・文化芸術活動を通じた共生社会の充実
・パラアート展の開催
・「（仮称）調布市文化芸術推進ビジョン」の策定

今後の方向

現状継続

有効性改善

効率性改善

財政面改善

参加と協働改善
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・文化会館たづくり指定管理事業
・グリーンホール指定管理事業
・せんがわ劇場指定管理事業
・財団自主事業
・文化芸術活動を通じた共生社会の充実
・パラアート展の開催
・「（仮称）調布市文化芸術推進ビジョン」の策定に向けた
取組

計画前倒し

Ｒ５取組実績基本計画事業名No

計画どおり

計画遅れ
【重点④】

文化芸術事業の実施

３　施策を構成する基本計画事業等の取組実績／今後の方向

■20-1　市民の文化芸術活動の促進

Ｒ５取組説明　 今後の取組の方向

※　◎：目標達成　○：目標値を未達成（前年度より向上した）　▼：目標値を未達成（前年度より低下した）　⇒：目標値を未達成（前年度と同じ又は前年度数値未把握）　－：数値未把握（調査未実施など）

２－２　施策全体の考察②（まちづくり指標の推移／考察）

20 文化芸術の振興

市民

文化芸術にふれる機会が提供され，文化芸術活動が活発になる

施策の方向

・ホール系の利用率は前年度と比べて横ばいであるが，会議室系の利用率は茶室や暗室等
の利用率が低い貸し出し施設があるため，全体の利用率が低下する傾向にある。
・まちづくりの進捗状況や社会経済動向を踏まえ，明るい兆しを継続して実感できるよ
う，施設や設備の老朽化への対応をはじめ，適切な改修工事等に取り組むなど，計画的な
施設運営を推進する。

文化会館たづくり・グリーンホール・せんがわ劇場の施設
利用率（ホール系・会議室系）

%

（ホール系）
75.3

（会議室系）
71.5

令和3年度

（ホール系）
83.3

（会議室系）
67.6

（ホール系）
90.0

（会議室系）
85.0

令和8年度

〇

考察

１年間で文化芸術を鑑賞，または自ら文化芸術活動を行っ
た市民のうち，市内公共施設を利用した市民の割合

%
42.5

令和4年度
51.4

65.0
令和8年度

〇

【施策と関連するＳＤＧｓの目標（ゴール）】

施策・事務事業マネジメントシート【令和６年度】

施策の目的，方向に対する考察

・「豊かな芸術文化・スポーツ活動を育むまちづくり宣言」に基づき，誰もが，音楽・演劇をはじめ，映画・美術・
伝統芸能・スポーツなど，様々な活動を楽しむことができるよう，多様な主体との連携の下，様々な文化芸術に係る
取組を展開している。
・（公財）調布市文化・コミュニティ振興財団との連携の下，福祉作業所等連絡会をはじめ，特例子会社等の参加団
体とともに，パラアート展の開催を通じて障害者の文化芸術活動の充実につなげている。
・文化施設３館の指定管理者である（公財）調布市文化・コミュニティ振興財団との連携により，安全で利便性の高
い施設運営に向けて，公共施設マネジメント計画に基づく施設の計画的な維持管理に取り組んでいる。
・新たなグリーンホールの整備に向けた市民参加を実践するとともに，民間活力の活用による施設整備に向け，多彩
な文化芸術を創造するホールを核とした，まちの魅力を高める複合施設の整備に向けて，専門家等からの意見を踏ま
えながら検討を進める。
・災害時における協力協定に基づき，（公財）調布市文化・コミュニティ振興財団との連携の下，フェーズフリーの
視点を踏まえ，災害時における文化施設の避難所開設訓練を継続的に実施する。

・文化施設３館のスケールメリットを生かした連携により，ホームページや財団報「ぱ
れっと」による一体的な広報活動等を通じた市内文化施設の認知度向上につなげている。
・市民の多様化するライフスタイルに合わせた柔軟な施設運営に取り組む。

まちづくり指標 単位 基準値
（基準年度）

実績値
（Ｒ５年度）

目標値
（目標年度）

指標の推移
（※）

地域の有形・無形の文化的資源がまちづくりに生かされ，まちへの愛着が深め
られるとともに，誰もが多彩な文化芸術活動を楽しみ，身近に質の高い文化芸
術に触れる機会を通じて，豊かな心を涵養し，創造性を育むまちを目指しま
す。

１　施策の基本情報

施策名

２－１　施策全体の考察①（施策の目的，方向に対する考察）

目的
対象

意図
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✔ ✔

✔

✔

✔

・令和３年度に着工した文化会館たづくり設備更新型ＥＳＣＯ事業による省エネ化の効果を活かし，施設運営に取
り組む。

・（公財）調布市文化・コミュニティ振興財団と締結した災害時協力協定に基づき，避難所開設訓練を継続的に実施
するとともに，災害時の施設使用等についてフェーズフリーの視点を踏まえ，必要な対応を整理する。

デジタル技術の活用 共創のまちづくり

・国の「文化芸術推進基本計画（第２期）」における７つの重点取組の１つに位置付けられた「デジタル技術を活
用した文化芸術活動の推進」を踏まえた取組（文化芸術のデジタル・アーカイブ化の促進，デジタル技術を用いた
文化財の保存・活用）を検討する。
・文化財の保存や展示機会の充実の観点から，資料のデジタル保存や映像配信などの多様な鑑賞機会の提供に取り
組むとともに，メディアアートの更なる振興など，デジタル技術を活用した事業展開を検討・推進する。
・権利保護と利用の円滑化を踏まえた事業の推進について検討する。

・映画・映像関連企業の集積を生かし，関連企業や団体，シネマコンプレックス等と連携した「映画のまち調布 シネ
マフェスティバル」のほか，世界的に活躍するアーティストを数多く輩出している桐朋学園やバッハ・コレギウム・
ジャパンを中核に据えた「調布国際音楽祭」，市民の文化芸術・学習活動の発表の場である「調布市民文化祭」な
ど，市民が文化芸術に触れる機会の確保に取り組む。
・市内文化施設３館の指定管理者として施設の管理運営を担い，安心・安全で快適な施設利用サービスと市民ニーズ
に応じた事業を行う（公財）調布市文化・コミュニティ振興財団との連携により，更なる文化芸術の振興に取り組
む。
・名誉市民である水木しげる氏や，つげ義春氏の漫画家に加え，熊井啓氏や木村威夫氏などの映画人や，安部公房や
大岡信などの作家のほか，関野凖一郎氏や中川平一氏などの画家など，調布ゆかりの文化人の魅力や功績を効果的に
発信する。

①多摩川桜堤通りに設置している１０体の彫刻作品の維持管理による環境整備
②協定を締結する劇団芸優座及び東京室内歌劇場との共催事業を通じた市民無料招待による文化芸術の鑑賞機会の充実

今後の取組の方向

①文化施設の適切な維持管理に努めながら，文化芸術活動の場の充実に向けた環境整備に取り組む。
②（公財）調布市文化・コミュニティ振興財団との連携により開催している「調布国際音楽祭」や「映画の
まち調布 シネマフェスティバル」，「調布よさこい」等を通じて，多彩な文化芸術を鑑賞する機会や活動
の機会を創出する。
③令和７年度は市制施行７０周年のほか，文化会館たづくり開館３０周年などの節目を迎えることから，ま
ちづくりの進捗状況や社会経済動向を踏まえ，明るい兆しを継続して実感できるよう，周年事業等について
検討する。

４　施策の推進，成果向上の視点（４つの視点）を踏まえた令和５年度の取組実績及び令和６年度以降の具体的な取組　

脱炭素社会の実現 フェーズフリー

基本計画事業以外の主要な取組実績　

■20-2　文化芸術施設の整備・運営

No 基本計画事業名 Ｒ５取組実績

基本計画事業以外の主要な取組実績　 今後の取組の方向

①施設利用者の安全・安心の確保に向けた文化会館たづくりトップライトの緊急修繕
②施設利用者の利便性の維持・保全に向けたグリーンホール空調及び衛生設備の補修

①法改正等を踏まえた適正な施設の維持・管理

67 文化芸術施設の維持保全・改修

○文化会館たづくり
・設備更新型ＥＳＣＯ事業
・３階３０５会議室個別空調設置工事
・３段式機械駐車場吊チェーン・スプロケット更新
・舞台高所作業落下防止システム設置工事
・外壁調査
○グリーンホール
・舞台高所作業落下防止システム設置工事
・外壁調査
・グリーンホール整備に向けた取組
○せんがわ劇場
・舞台高所作業落下防止システム設置工事

現状継続 ○文化会館たづくり
・設備更新型ＥＳＣＯ事業
・１１階生涯学習情報コーナー個別空調設置工事
・３段式機械駐車場吊チェーン・スプロケット更新
・エントランス点字ブロック設計委託・改修
・フロアレイアウト設計委託
○グリーンホール
・受変電設備配線修繕
・グリーンホール整備に向けた取組
○せんがわ劇場
・３階ホール廊下個別空調設置工事

計画どおり 有効性改善

計画遅れ 効率性改善

計画前倒し 財政面改善

参加と協働改善

Ｒ５取組説明　 今後の方向 今後の取組の方向
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